
千代川水害タイムライン概要説明資料

※千代川水害タイムラインの開催状況や過去の資料はホームページをご確認ください。https://www.cgr.mlit.go.jp/tottori/river/conference3/timeline.html

出典）乗りものニュース（令和元年11月16日）

① 災害対応の抜け、漏れ、落ちがないよう
に、チェックができます。

② 「先を見越した対応」が可能になります。
③ 関係機関との協働作業で「顔の見える関
係」が構築できます。

④ 「相互の役割分担」が明確になります。

タイムラインのメリット

千代川水害タイムラインは、各機関が定めて
いる防災行動計画に加え、水害リスクの把握、
防災行動項目の整理、重点行動項目の具体化・
細分化等を行い、作成されました。

② 長電バス長野営業所 バス100台の大移動

タイムラインの成功例(令和元年 東日本台風)

中川氾濫に備えた行動計画により、
足立区の中川地区では、早い段階で
対策会議や早めの避難所開設などの
対応をとることができた。

① 役立った地区の行動計画

タイムライン作成の経緯

千曲川決壊当日の早朝からバスを運休
広い駐車場の事前
把握と迅速な職員
招集により、2日
後には運行を再開

① 台風が上陸する2日前に長門小学校
を避難所とする会議を開催

② 一階の避難物資の倉庫が水没する恐
れがあるとして、避難者に協力要請、
物資を二階に移動

【主な防災行動例】

https://www.cgr.mlit.go.jp/tottori/river/conference3/timeline.html


ポータルサイト(スマホ版)
操作マニュアル

□アクセス先
https://

https://os3-301-40335.vs.sakura.ne.jp/
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PC画面とスマホ画面の違い
◇URLまたはQRコードを開くと、以下の画面が表示されます。

※本マニュアルでは、「マルチ画面」について、説明をしています。
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◇気象庁などが発表している情報を確認できます。
※「マルチ画面」を開くと、最初に表示されます。

各種情報

画面下のボタンで
情報切替えが可能

①メニューボタン
②各種情報を順に

タップ

①

②

①「メニュー」
②「各種情報」の順
にタップ

下に表示されない項目は
プルダウンより選択可能
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◇各組織が公表しているXを確認できます。

X（旧Twitter）

「X」をタップ

確認する情報を
タップ

「X」が表示
「メニュー」をタップ
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◇タイムラインの運用方法等を確認できます。

TL（タイムライン）リンク

確認したい内容をタップ

「TLリンク」を
タップ

「メニュー」をタップ
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◇各組織が公表するライブカメラの画像を確認できます。

カメラ一覧

確認したい内容をタップ

確認する地点まで
スワイプ

「カメラ一覧」を
タップ

「メニュー」をタップ
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◇川の水位情報やHPリンク集等が確認できます。

その他リンク

「他リンク」
をタップ

確認したい内容
をタップ

「メニュー」をタップ
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ホーム画面への戻り方

「ホーム」をタップ

ホーム画面に戻る
「メニュー」をタップ

◇以下の手順でホーム画面に戻ることができます。
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トップ画面への戻り方

「トップに戻る」
をタップ

「メニュー」をタップ

◇以下の手順でトップ画面に戻ることができます。 トップ画面に戻る
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PC画面とスマホ画面の違い
◇スマホ画面
気象情報は1画面ずつ表示されます。
Xとの同時表示は不可能です。

気象情報は最大3面表示可能
X+気象情報4面の表示も可能

表示の切り替えで
各情報にアクセス可能

◇PC画面
気象情報等は最大3画面での表示が可能です。
X(旧Twitter)+気象情報2面の表示も可能となります。

3画面で表示した場合

2画面+Xを表示した場合


